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[判旨] 

自己の預金口座に誤った振込みがあったことを知りながら、その情を秘して預金の払戻し

を請求し払い戻しを受けた場合には、詐欺罪が成立するとした事例。 

 

[事件名] 

最高裁判所平成１５年３月１２日判決（刑集５７巻３号３２２頁） 

 

[当事者名] 

国 対 入船孝史 

 

[事実の概要] 

税理士顧問料の集金代行業者が、税理士の妻の誤った届けにより、集金した約７５万円を

泉州銀行の被告人の普通預金口座に振込んだところ、記憶のない入金であったにもかかわ

らず、被告人は借金返済のために預金の払戻しを受けた。 

 

[主文] 

本件上告を棄却する。 

当審における訴訟費用は被告人の負担とする。 

 

[判決理由] 

「・・・ ２ 本件において、振込依頼人と受取人である被告人との間に振込みの原因と

なる法律関係は存在しないが、このような振込みであっても、受取人である被告人と振込



先の銀行との間に振込金額相当の普通預金契約が成立し、被告人は、銀行に対し、上記金

額相当の普通預金債権を取得する（最高裁平成４年（オ）第４１３号同８年４月２６日第

二小法廷判決・民集５０巻５号１２６７頁参照）。 

 しかし他方、記録によれば、銀行実務では、振込先の口座を誤って振込依頼をした振込

依頼人からの申出があれば、受取人の預金口座への入金処理が完了している場合であって

も、受取人の承諾を得て振込依頼前の状態に戻す、組戻しという手続が執られている。ま

た、受取人から誤った振込みがある旨の指摘があった場合にも、自行の入金処理に誤りが

なかったかどうかを確認する一方、振込依頼先の銀行及び同銀行を通じて振込依頼人に対

し、当該振込みの過誤の有無に関する照会を行うなどの措置が講じられている。 

 これらの措置は、普通預金規定、振込規定等の趣旨に沿った取扱いであり、安全な振込

送金制度を維持するために有益なものである上、銀行が振込依頼人と受取人との紛争に巻

き込まれないためにも必要なものということができる。また、振込依頼人、受取人等関係

者間での無用な紛争の発生を防止するという観点から、社会的にも有意義なものである。

したがって、銀行にとって、払戻請求を受けた預金が誤った振込みによるものか否かは、

直ちにその支払に応ずるか否かを決する上で重要な事柄であるといわなければならない。

これを受取人の立場から見れば、受取人においても、銀行との間で普通預金取引契約に基

づき継続的な預金取引を行っている者として、自己の口座に誤った振込みがあることを知

った場合には、銀行に上記の措置を講じさせるため、誤った振込みがあった旨を銀行に告

知すべき信義則上の義務があると解される。社会生活上の条理からしても、誤った振込み

については、受取人において、これを振込依頼人等に返還しなければならず、誤った振込

金額相当分を最終的に自己のものとすべき実質的な権利はないのであるから、上記の告知

義務があることは当然というべきである。そうすると、【要旨】誤った振込みがあることを

知った受取人が、その情を秘して預金の払戻しを請求することは、詐欺罪の欺罔行為に当

たり、また、誤った振込みの有無に関する錯誤は同罪の錯誤に当たるというべきであるか

ら、錯誤に陥った銀行窓口係員から受取人が預金の払戻しを受けた場合には、詐欺罪が成

立する。 

 前記の事実関係によれば、被告人は、自己の預金口座に誤った振込みがあったことを知

りながら、これを銀行窓口係員に告げることなく預金の払戻しを請求し、同係員から、直

ちに現金の交付を受けたことが認められるのであるから、被告人に詐欺罪が成立すること

は明らかであり、これと同旨の見解の下に詐欺罪の成立を認めた原判決の判断は、正当で

ある。」 

 

 


